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第
一
部
　
法
相
・
華
厳
の
論
義

法
相
論
義
と
仏
道―

―

『
成
唯
識
論
同
学
鈔
』
に

見
る
不
成
仏
種
姓
の
会
通 

（
楠
　
淳
證
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法
相
論
義
「
真
報
主
」
と
源
信
〈
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決
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―

輪
廻
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を
め
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二
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義―

―

新
義
の
論
義
を
中
心
に

 

（
別
所
弘
淳
）

東
密
論
義
と
南
都
教
学―

―
三
論
宗
と
の
関
係

を
中
心
に 
（
田
戸
大
智
）

中
世
東
寺
の
教
学
と
「
論
義
」 （
亀
山
隆
彦
）

第
三
部
　
論
義
と
諸
文
化

論
義
と
宗
論
の
文
化
史―

―

宗
教
テ
ク
ス
ト
の

母マトリ
ッ
ク
ス胎
と
し
て
の
論
義 

（
阿
部
泰
郎
）

論
義
に
つ
い
て
か
た
る
南
都
の
伝
承―
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論
義
の
芸
能
と
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石
井
公
成
）

江
戸
時
代
初
期
の
御
前
論
義
の
諸
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「
…
…
従
来
と
も
す
れ
ば
特
定
の
祖
師
に
よ
る
思
想
の

解
明
が
中
心
と
な
っ
て
き
た
が
、
論
義
は
特
定
の
人

物
の
思
想
に
還
元
で
き
な
い
多
様
な
人
々
の
問
答
の

総
体
で
あ
り
、
こ
の
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
複

数
の
、
多
様
な
人
物
間
の
問
答
に
よ
っ
て
立
ち
顕
れ

る
教
理
に
対
す
る
分
析
は
、
従
来
の
祖
師
研
究
を
相

対
化
す
る
意
義
を
有
し
て
い
る
…
…
」（
編
集
後
記
よ
り
）
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